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高田別院からのご案内（2023年度）
　平素より高田別院の護持運営にご理解並びにご尽力を賜りますこと、厚く御礼申し上げます。
　さて、今年度別院では2018年に厳修された高田教区宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要を経て、新
たな50年に向け各教化事業や御影巡回法座を中心とした法義の相続、また報恩講や春の法要を中心と
した法要儀式の伝達に努めてまいります。ご協力賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

（1）別院休館日のお知らせ
　土日祝日は休館しています。各種お問い合わせ等の電話連絡も平日（8:45～17:15）にお願いいたします。
　＊ 諸法要（報恩講等）の予定日や、盆や正月のほか諸行事（御命日のつどい等）・事前に予約を受

けた納骨・貸館などの予定時間は土日祝日でも開館します

（2）2023年度寺院冥加金並びに護持金のご依頼
　寺院冥加金は１ヵ寺10,000円、護持金はご門徒１戸あたり1,000円のご依頼を申し上げます。何卒、
別院護持にご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、別院の会計年度は４月１日から３月31日までとなっておりますが、報恩講等大きな行事・法
要は年度の前半に集中いたしております。また、円滑な会館運営のためにも、早期収納にご協力賜り
ますようお願い申し上げます。

（3）報恩講（おたや）のご案内
▽日程について
　10月５日（木）午後～８日（日）
▽参拝について
　一般参拝・団体参拝ともに受け入れします　＊お斎の用意もあります
　納骨堂での申経の受け付けもします　＊時間等の制限あり
▽出仕について
　一般出仕を受け入れします　＊参勤御依頼日は下表
▽法話講師
５日：梅澤未有氏　６・７日：井上一英氏・内山真明氏

▽公開講演会　８日：荒山　淳氏（名古屋教化センター）
▽御伝鈔拝読　６日夕方
▽帰敬式　７日午後（結願逮夜後）
▽鍵役御参修法要  ７日結願逮夜・８日結願日中
▽おたや実行委員会による催し　８日終日（協議中）
▽その他　得度式受式者の集い・子ども報恩講
　　　　　高田大谷保育園報恩講・園児による絵画展など
各組参勤御依頼日

10月５日（木） ６日（金） ７日（土） ８日（日）10月５日（木） ６日（金） ７日（土） ８日（日）10月５日（木） ６日（金） ７日（土） ８日（日）10月５日（木） ６日（金） ７日（土） ８日（日）
７
時

初晨朝
第６組

中晨朝
第６組

結願晨朝
第６組

10
時

初日中（入楽）

高田12組・高田13組

中日中（入楽）

第１組・第８組

結願日中（入楽）
（御参修）
全組

13
時
半

初逮夜（入楽）
第２組・第３組
第５組

中逮夜（入楽）

第４組・高田11組

結願逮夜（入楽）
（御参修）
全組

〔結願日中  ８日〕〔結願日中  ８日〕〔結願日中  ８日〕

181



（4）納骨墓の改築について

御修復の完了した大門 大門内部の棟札

現在の
納骨礼拝堂と納骨墓

（昭和８年完成）

　現在の納骨墓は建築後90年近くが経過し、風雪による老朽化が進んでおります。よって、院議会他
諸機関での協議の結果、本年10月中旬頃（報恩講後）から来年３月末（春の法要前）にかけて全面改
築（＊石作りの納骨墓のみで木造の納骨礼拝堂は除く）を行うことが決定しました。期間中も納骨の
お取り扱いは継続しますが、読経後お骨をお預かり仮安置し、改築後に納骨します。ご不明な点がご
ざいましたらお問い合わせください。

（5）大門等の国指定登録有形文化財認定について
　2017年に高田別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌記念事業として大門等の御修復が完了しました。
1827（文政10）年に棟梁竹澤志摩則行によって造営された大門は、総欅造りで文化文政期の華やいだ
彫刻が施されています。造営後約200年を経過したため、御修復工事を行いしました。
　また、2015年３月14日付けで国の文化審議会答申により別院本堂・大門及び築地塀・鐘楼の４件が
国の登録有形文化財に認定されております。

（6）別院各講座のご案内
高田別院親鸞教室
▽『歎異抄』に学ぶ（先住上人ご命日法話）
　毎月12日　午後１時30分より
　　＊１・２・８月は勤行のみ
　講師：林康一朗氏（第８組圓性寺）
　テキスト：『歎異抄』（東本願寺出版）
▽親鸞聖人ご命日法話
　毎月27日　午後１時30分より
　　＊１・２月は勤行のみ
　講師：年間行事予定表をご覧ください
▽高田別院俳句の会（仏法との出遇い）
　毎月20日　午後１時30分より　＊日の変更あり
　優秀作品は『高田別院だより』・ホームページに掲載

『歎異抄』 に学ぶ『歎異抄』 に学ぶ『歎異抄』 に学ぶ
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（7）「乗如上人墨衣の御影」巡回法座について
「墨衣の御影」（本願寺第19世乗如上人）は、本願寺第20世

達如上人より、特別の意味をもって頸城郡ご門徒へ享和元年
（1801年）３月22日に授与いただき、別院にて所蔵しています。
　天明の大火（1788年）により、本願寺は両堂を焼失しました
が、翌年には御影堂の再建がはじまり、頸城郡のご門徒は10余
年の間、郷里を離れて再建のお手伝いをし、阿弥陀堂並びに大
門も落成いたしました。その間、ご門徒の宿泊所（後の詰所）
へ乗如上人は墨衣姿で出向かれ、毎日お講が開かれました。そ
のときの姿をお写したのが「墨衣の御影」であり、帰郷後も法義を相続し、本廟を護持されるよう願
われたことです。各寺院の同朋会での兼修など多くの会所で開催いただきますよう皆様のご協力をお
願い申し上げます。

（8）別院納骨について
　真宗門徒である私たちは、大谷祖廟または本山へ納骨し手を合わせることを通して、親鸞聖人と出
遇い、自らのいのちの中に浄土に還り倶に一処に会う世界（倶会一処）を見いだしていくことが願わ
れているのです。大谷祖廟や本山への納骨の他に高田別院でも納骨を受け付けております。ぜひ別院
納骨をしていただきますようお願い申し上げます。
　なお、別院納骨をいただいた皆様には「春の法要」・「報恩講」で勤まります納骨者追弔法要のご
案内を送付させていただいております。
▽納骨志納金　１体(頂骨等お骨の一部)　30,000円以上(御明料志含む)
　　　　　　　＊大谷祖廟への分骨をご希望の方は別途志納金が必要です
▽納骨申込み　納骨台帳を作成しておりますので法名・ご命日・住所・氏名等をお知らせください

（9）別院墓地申込みについて
▽墓地設置冥加金

▽墓地管理費　年間5,000円
　設置いただけます方は、浄土真宗のご門徒に限られ、お手次ぎ寺院の了承が必要です

（10）『高田別院だより』について
　毎年２回、３・９月に発行しています『高田別院だより』は、崇敬内の全ご門徒分を印刷し、お手
次寺院を通じてお配りいただいています。ご覧いただきますようよろしくお願い申し上げます。

（11）ホームページについて

墓地区画 区画数 １区画墓地設置冥加金
4.5尺（135㎝）×4.5尺 約１９０ ３００，０００円
６尺（180㎝）×６尺 約１６０ ５００，０００円

高田別院　アドレス
http://takadabetuin.himenokuni.com/

高田大谷保育園　アドレス
http://takada-otani.himenokuni.com/top.html

　　 高田別院もしくは、高田大谷保育園でご検索ください　　　　  
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高田別院行事予定表（2023年８月～2024年３月）
８月 ５日　午前６時30分

６日　午前６時30分
12日　午後１時30分
13日～15日
20日　午後１時30分
27日　午後１時30分

暁天講座　講師：保倉謙雄氏（８組稱名寺）
不戦平和の誓いの鐘　講師：兪　渶子氏（沖縄在住僧侶）
ご命日法要（勤行のみ）
盂蘭盆会
別院俳句の会
ご命日法要　講師：堀河如信氏（７組專念寺）

９月 上旬月 上旬
12日　午後１時30分
20日　午後１時30分
23日　午前７時
27日　午後１時30分
下旬

『高田別院だより』第47号発刊予定
ご命日法要　法話： ｢『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
秋季彼岸会法要
ご命日法要　講師：羽深一浩氏（８組覺願寺）
高田別院奉仕研修

10月 ５日～８日
12日　午後１時30分
20日　午後１時30分
27日　午後１時30分

高田別院「報恩講」（おたや）
ご命日法要　法話： ｢『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：豊島　信氏（６組西光寺）

11月 中旬11月 中旬
12日　午後１時30分
20日　午後１時30分
27日　午後１時30分
27日～29日

有縁講（高田別院引率）
ご命日法要　法話： ｢『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：渡邉智子氏（１組本立寺）
真宗本廟（東本願寺）御正忌報恩講団体参拝

12月 12日　午後12月 12日　午後１時30分
20日　午後１時
27日　午後１時30分
31日　午後11時30分

ご命日法要　法話： ｢『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：水嶋　聡氏（１組光德寺）
歳末昏時・除夜の鐘

2024
１月

１日　午前０時30分
2･3日 午前７時30分
12日　午後１時30分
27日　午後１時30分

修正会
修正会
先住上人ご命日法要（勤行のみ）
親鸞聖人ご命日法要（勤行のみ）

２月 12日　午後月 12日　午後１時30分
27日　午後１時30分

ご命日法要（勤行のみ）
ご命日法要（勤行のみ）

３月 上旬月 上旬
12日　午後１時30分
20日　午後１時30分
21日　午前７時30分
27日　午後１時30分

『高田別院だより』第48号発刊
ご命日法要　法話： ｢『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
春季彼岸会法要
ご命日法要（御影巡回）　講師：別院列座

○毎月12日、27日のご命日法要にご出仕いただくことができます。
　　午後１時30分始経です。ご出仕いただける方は前日までに別院へお知らせください。
　　　▽装束：黒衣（直綴）・五条袈裟
　　　▽法要次第：正信偈（草四句目下）・念仏讃淘三
　　　　　　　　　　和讃　12日：弥陀成仏ノコノカタハ　次第六首
　　　　　　　　　　　　　27日：弥陀大悲ノ誓願ヲ　次第六首
　　　　　　　　　回向（願以此功徳）・御文
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高田別院役職者名簿（敬称略）

▽責任役員 任期：2026年７月９日

・楠田昌樹　　第３組西性寺 ・久保田幸正　第５組聽信寺門徒
・山﨑義文　　高田13組本敬寺 ・村松勝藏　　高田11組鞍馬寺門徒

▽監事 任期：2026年７月９日

・鷲嶺紀文　　第８組延壽寺 ・青木雄司　　第８組蓮休寺門徒
▽院議会議員
１号議員（組長議員）任期：2026年3月31日 ２号議員（教区会議員）任期：2026年4月23日
・水嶋　聡　　第１組光德寺 ・渡邉順哲　　第１組清雲寺
・渡邉義要　　第２組乘雲寺　 ・小山了信　　第２組明通寺
・筒石晃一　　第３組應満寺 ・内山順恵　　第４組養性寺
・日野顕英　　第４組随念寺 ・土屋有為子　第５組蓮光寺
・横山英一　　第５組寳善寺 ・豊島　信　　第６組西光寺
・藤原　哲　　第６組照蓮寺　　院議会議長 ・宮越　亮　　第８組臨行寺
・羽深一浩　　第８組覺願寺 ・岩崎　修　　高田11組稱專寺
・喜多山惠邦　高田11組本敎寺 ・松浦彰英　　高田12組法西寺
・堀井光英　　高田12組横超寺
・井上一英　　高田13組福淨寺
３号議員（教区門徒会選出議員）任期：2024年３月31日 ３号議員（組門徒会選出議員）任期：2024年３月９日
・五十嵐昭一　第２組法圓寺門徒 ・太田茂機　　第１組勝蓮寺門徒
・松井俊一　　第４組宗專寺門徒 ・小林　強　　第２組善正寺門徒
・長谷川勝彦　第５組善正寺門徒 ・金子武司　　第３組大泉寺門徒
・岸波敏夫　　第６組光運寺門徒 ・伊藤義雄　　第４組敬音寺門徒
・平野　宏　　第８組等覺寺門徒 ・上野和敏　　第５組蓮光寺門徒
・田中栄一　　高田11組本敎寺門徒 ・橋本賢一　　第６組安養寺門徒
・村松哲夫　　高田12組專德寺門徒 ・松井　孝　　第８組覺願寺門徒
・木澤和男　　高田13組本敬寺門徒 ・金井孝雄　　高田11組敬覺寺門徒

・横田哲治　　高田12組西忍寺門徒
・酒井敏子　　高田13組福淨寺門徒

４号議員（輪番選定議員）任期：2026年７月９日
・丸田　博　　高田別院門徒 ・北條賴宗　　第６組照行寺
・石井浩順　　第３組淨念寺

▽高田別院列座
・石黒恵史　　第６組養福寺 ・比護秀美　　第２組東浄法寺
・滋野康賢　　第６組善念寺 ・高橋良暁　　第３組正光寺
・稲清水等　　第６組等正寺 ・繁原　立　　第１組德正寺
 ・直江証成　　第５組林覺寺 ・古川達也　　第６組蓮受寺

▽高田別院職員
輪　　　番　　藤懿信麿（ふじいのぶまろ） 
副　輪　番　　江口兼弥（えぐちけんや） 
会　　　計　　千名琢爾（せんなたくじ）
列座兼書記　　八島崇成（やしまたかなり）
事　務　員　　近藤幸子（こんどうさちこ）

185



新井別院からのご案内（2023年度）
　平素より新井別院の護持運営にご理解並びにご尽力を賜り、まことにありがとうございます。厚く
御礼申し上げます。
　今年度も報徳会・納骨堂法要、報恩講、墨衣御影巡教などを中心とした声明儀式の伝達、聞法道場
としての活動に努めてまいります。ご協力賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。（なお、
コロナウイルス感染拡大防止により日程を縮小・中止・延期することもございますので、よろしくお
願いいたします）

（1）報恩講（おたや）のご案内
　2023年度報恩講は、11月１日（水）初逮夜より４日（土）結願日中までの三昼夜法要のお勤めです。
皆様お誘い合わせの上、ご参拝くださいますようご案内申し上げます。
　尚、団体参拝とおときをご希望の方は、事前に別院へお申し込みください。

＊御伝鈔拝読・全戦没者追弔法要…………………… ２日
＊納骨者追弔法要……………………………………… ４日
＊大根煮御振舞（予定） …………………… ３日午前11時
＊庭儀（稚児行列）・子ども報恩講・恵信尼公法要… ３日
＊その他　 ときわ保育園児による絵画展、園児参拝、新

井ばやし保存会太鼓演奏（予定）など
※ 新型コロナ感染拡大への対応として、上記内容が変更

となることがございます。ご理解の程を何卒お願い申
し上げます。

（2）墨衣の御影巡教について
「墨衣の御影」（本願寺第19世乗如上人の墨衣姿の御影）は、本願寺第20世達如上人より、天明８

年（1788年）京都に起った火災で本山が類焼した折、十余ヶ年の間再建の御奉仕をされた頚城の御門
徒が帰国に際して賜ったものです。現在、その墨衣の御影は新井別院でお預かりして、年一度、頸南
全域を巡回しております。墨衣の御影は、その折奉仕を同じくされた全国の御門徒へそれぞれ賜った
ものですが、現在確認されているものは僅かとなっております。各寺院の同朋会での兼修など、多く
の会所で開催することができますよう、皆様のご協力をお願い申し上げます。

（3）報徳会・納骨堂法要について
　新井別院『報徳会・納骨堂法要』について、教区内僧侶におかれましてはどなたでも出仕できます
ので、ぜひ出仕くださいますようご案内いたします。
　報徳会・納骨堂法要
　　①　日　時　毎年６月24日　午後１時30分
　　②　場　所　新井別院本堂
　　③　装　束　裳附・五条
　　④　和　讃　十方微塵　添　万行ノ
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（4）別院納骨について
　真宗門徒である私たちは、大谷祖廟または本山へ納骨し、手を合わせることを通して、親鸞聖人と
出偶い、自らのいのちの中に浄土に還り、倶に一処に会う世界（倶会一処）を見いだしていくことが
願われているのです。大谷祖廟や本山への納骨の他に、新井別院でも納骨を受け付けております。ぜ
ひ別院納骨をくださいますようお願い申し上げます。
　なお、別院納骨をいただいた皆様には「報徳会」「報恩講」で勤まります納骨者追弔法要のご案内
を送付させていただいております。

▽納骨志納金　１体（頂骨等お骨の一部）20,000円以上（御明料志含む）
　　　　　　　※大谷祖廟への分骨をご希望の方は別途20,000円以上の志納金が必要です。
▽納骨申し込み　納骨台帳を作成いたしております。法名・ご命日・住所・氏名等をお知らせください。

（5）別院墓地申し込みについて
▽墓地設置冥加金
　墓地区画並びに設置冥加金は下記のとおりです。

区分 墓地設置冥加金
135㎝（4.5尺）×135㎝ 300,000円
180㎝（６尺）×180㎝ 500,000円
210㎝（７尺）×210㎝ 700,000円

▽墓地志納金（管理費）　年間3,000円
　設置いただけます方は、浄土真宗のご門徒に限られ、お手次ぎ寺院の了承が必要です。

（6）別院清掃奉仕研修
４月・７月・10月・12月の年４回、20日前後の平日に開催しております。

　　受付開始：午前８時半より
　　開会式・勤行：午前９時
　　法　　話：午前10時半頃
　　御　　斎：午前11時半頃（新型コロナへの対応として中止とさせていただく場合がございます）
　　内　　容：清掃・法話・御斎
　　持 ち 物：念珠・勤行本・軍手等の清掃用具・推進員手帳
　　※他に御寺院・同朋会等の別院奉仕もお待ちしております。

（7）『新井御坊』（新井別院新聞）について
　毎年２回、９月と２月に発行しております『新井御坊』は、崇敬内のお手次寺院や世話方様を通じ
てお配りをいただいております。ご覧いただきますようよろしくお願い申し上げます。
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新井別院行事予定表（2023年８月～2024年３月）
2023年８月 １日～４日

13日～15日
13日

キッズふくしま
盂蘭盆会
墓地管理費受付

　　　９月 １日 新井御坊（第73号）発行予定
　　　10月 20日　　　10月 20日 10月期別院清掃奉仕研修会
　　　11月 １日～４日

２日
３日
４日

報恩講
報恩講園児参拝　全戦没者・物故功労者追悼法要
庭儀（会所勤行）　恵信尼公法要
納骨者追弔法要

　　　12月 20日　　　12月 20日
31日

12月期別院清掃奉仕研修会
歳末昏時

2024年２月 上旬月 上旬
２月～４月

新井御坊（第74号）発行予定
墨衣御影巡教

　　　３月 下旬月 下旬 キッズふくしま
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新井別院役職者名簿（敬称略） 2023年８月１日現在

▽責任役員 任期：任期2023年７月１日～2026年６月30日

・桃井正尊　　西蓮寺 ・尾崎秀行　　極生寺
・増村正勝　　本龍寺門徒 ・横尾幸秀　　極生寺門徒

▽常議員 任期：任期2023年７月１日～2026年6月30日

・山崎正悟　　光源寺　　　１号（組長・副組長） ・渡邊　唯　　正善寺　　　１号（組長・副組長）
・舟見玲子　　敬覚寺　　　２号（教区選出） ・阿部利秀　　極生寺門徒　３号（組門徒）
・小林　強　　正念寺門徒　３号（組門徒） ・小島和子　　極生寺門徒　３号（組門徒）
・関　英隆　　浄善寺　　　４号 ・堀河知行　　専念寺　　　４号
・島田鉄男　　聞称寺門徒　４号

▽監事 任期：2023年７月１日～2026年６月30日

・池永善成　　勝楽寺 ・藤井正巳　　極生寺門徒
▽院議会議員
１号議員（組長議員）
　　任期：任期2023年7月1日～2026年6月30日

２号議員（教区会議員）
　　任期：任期2023年７月１日～2026年６月30日

・山崎正悟　　光源寺 ・舟見玲子　　敬覚寺
・渡邊　唯　　正善寺
・浅山　景　　勝福寺
３号議員（教区門徒会選出議員）任期：2023年７月１日～2026年６月30日
・阿部利秀　　極生寺門徒 ・森田浩栄　　圓常寺門徒
・手塚昭三　　慈雲寺門徒 ・宮本俊英　　正念寺門徒
・小林　強　　正念寺門徒 ・小林一彦　　本龍寺門徒
・小島和子　　極生寺門徒 ・小林喜一　　専念寺門徒

４号議員（輪番選定議員）任期：2023年７月１日～2026年６月30日
・関　英隆　　浄善寺 ・小島英子　　速念寺
・草間　悟　　皆遵寺 ・安藤喜悦　　極生寺門徒
・堀河知行　　専念寺 ・佐藤栄一　　願楽寺門徒
・平出文勇　　願生寺 ・島田鉄男　　聞称寺門徒（順番長）
・渡辺和磨　　覚願寺 ・古川照子　　光源寺門徒
・高水尚英　　慈雲寺 ・東條保子　　専念寺門徒
・水野　宏　　霊山寺 ・梨本一好　　本龍寺門徒
・虎石　薫　　法泉寺 ・清水　保　　西蓮寺門徒
・竹田　証　　本龍寺 ・安原　武　　浄善寺門徒

▽新井別院列座
・羽賀　等　　願楽寺 ・岡寺広明　　良明寺
・宇野　均　　願勝寺 ・古見　豊　　照光寺
・水野正貴　　聞称寺 ・桃井肖章　　西蓮寺
・堀河如信　　専念寺 ・関　隆徳　　浄善寺

▽新井別院職員
輪　　　番　　藤懿信麿　（ふじいのぶまろ）
副　輪　番　　江口兼弥　（えぐちけんや）
会計兼常勤列座　　古見太郎　（ふるみたろう）
職　　　員　　田中ひろみ（たなかひろみ）
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事 務 連 絡
○別院維持費御依頼について
　・2022年度
　　　御依頼額　39,063,000円　　　　収納額　38,973,880円　（収納率99.8％）
　　　過年度分収納額　251,690円
　　　　お納めいただき、有難うございました。

　・2023年度
　　　御依依頼　36,152,750円（前年度比　１千万円増）
　　　 　新潟教区においては１教区３別院（三条別院・高田別院・新井別院）となりますので、教区と別院

間の資金移動を整理するため、2022年度はこれまで三条教区費会計から合計１千万円（別院教化事業
費350万円、会館維持運営特別会計回付金650万円）の回付を受けていたものを三条別院から崇敬区域
のご寺院・ご門徒にご依頼を申しあげることとし、別院維持金を1,000万円増額いたしました。

　　　 　2023年度における新潟教区の予算方針により、教区から会館光熱水費負担約200万、会館維持負担
金728,000円（30万+1,000円＊428カ寺）が会館維持運営会計に回付されることとなりましたので、別
院維持金から教区会館維持回付金相当（2,728,000円）を減額いたしました。

　　　御依頼基準
　　　①　門徒戸数１戸あたり500円（門徒戸数10戸以下の寺院は一律5,000円）
　　　 ②　 昨年度増額した1,000万円から教区から会館光熱水費負担約200万、会館維持負担金728,000円を差

し引いた7,272,000円を新潟教区費の御依頼割当基準にて御依頼。
　　　なお、門徒戸数は新潟教区発足に向けた教区門徒戸数調査結果の合計指数を準用（崇敬寺院分）

随 時 募 集 中 ①奉仕研修
○別院奉仕研修について
　先達の篤き御懇念によって護持されてきました三条別院にお越しいただき、その歴史に触れていただくとと
もに、現代の様々な問題を抱える私たちが、真宗門徒として親鸞聖人のみ教えに出遇う、そのような奉仕研修
会を開いてみませんか。ともに語り合い、人間として生きる意味を尋ねていく場となればと考えております。
　なお、研修冥加金について、20年近く見直しがなかったということと、新型ウイルスの影響で一泊の奉仕
研修の開催が難しくなっている状況もふまえ、一日あるいは半日の奉仕研修が組みやすいような研修冥加金
としましたので、各組・各団体・有志での奉仕研修をぜひお願いいたします。
奉仕研修会に参加いただく方（団体）の冥加金は下記のとおりです。

冥加金：１人当たり、半日（午前または午後）500円、１日1,000円
　　　　１泊２日は上記の冥加金に順じる。
　　　　　例）１日目の午前から２日目の午前までの場合は1,500円。
　　　　　　　１日目の午後から２日目の午前の場合は1,000円。

その他：①講師謝礼※列座によるお内仏のお給仕・法話は研修冥加金に含まれる。
　　　　②シーツ等クリーニング代１人当たり1,000円
　　　　③食事代
　　　　その他、日程及び内容につきまして、ご要望等ございましたらご相談承ります。

※参考
【従来の冥加金】
　　・冥加金：１泊２日　2,500円　　　　日帰り　1,500円
　　・食事代（業者発注）
　　　　朝 食 代：500円程度　昼 食 代：1,000円程度　　夕 食 代：1,300円程度

三条別院より
事務連絡及び行事案内について
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随 時 募 集 中 ②法務関係
○列座による儀式の掛役・助音加勢及び仏具の貸出について
　各寺院で宗祖御遠忌法要、落慶法要、仏前結婚式、葬儀等をお勤めする際に、列座による掛役や助音の加
勢が可能です。またその際の荘厳や法要次第等についての相談もお気軽にお声が
けください。
　また、法要に伴う仏具の貸出も行っております。
　例）御遠忌法要…花籠（写真）、挿鞋、加差、竹の節等

・仏具貸出手続き
　１． 「仏具等借用願」に必要事項を記入の上、貸出開始希望日より２週間前までに三条別院事務所へ提出

ください。
　２． 電話または口頭によるお申し込みは受付ませんので、速やかに「仏具等借用願」をご提出ください。
　３． 貸出、返却ともにご来院いただき、直接受け渡しを行います。

○三条別院巡回について
　三条別院から御本尊（絵像）をお迎えして、聞法会を開催しませんか？
　輪番と随行一名でお勤めと法話を行います。

○別院収骨・永代経・申経のお扱いについて
　当別院では、法義相続を願いとして須弥壇収骨を行っており、現在でも分骨という形でご遺骨をお預かり
しています。また、永代経・申経につきましても同様に、ご案内させていただきます。

三条別院須弥壇収骨
・申　込　２週間前までにご予約下さい。
・懇志金　８万円以上

　・当日までの流れ
　　① 懇志金を別院事務所にて志納いただき、申込用紙に法名・俗名・命日（死亡年月日）、申込者の住所、

氏名、電話番号をご記入ください。
　　② 当日は開始時間の15分前までに、事務所までご遺骨を持参いただき、控室でお待ちください。ご遺骨

は、８㎝角の木箱に移し替えいたします。須弥壇にお収めしたご遺骨はお返しできませんので、ご了
承ください。

　　　 　なお、分骨を基本としておりますが、事情により全骨をお収めすることをご希望される方は、申込
の際にご相談ください。

　　③本堂でお勤め・法話を行います。
　　④ご希望があれば、１名2,000円にてお斎をご用意させていただきます。

永代経
　 　本堂にて永代経の御紐解き（初めての読経）を行い「法名記」に登載し、本堂北余間に安置いたします。

以後、春・秋彼岸会中にお勤めする「永代経総経」にご案内いたします。

・申　　込　　２週間前までにご予約ください。
・永代経志　　金額は定めておりません。

　・当日までの流れ
　　① 永代経志を別院事務所にて志納いただき、申込用紙に法名・俗名・命日（死亡年月日）、申込者の住所、

氏名、電話番号をご記入ください。
　　② 当日は開始時間の15分前までにご来院いただき、控室でお待ちください。
　　③本堂でお勤め・法話を行います。
　　④ご希望があれば、１名2,000円にてお斎をご用意させていただきます。
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申経
　　本堂にて一座読経いたします。
・申　込　当日受付です。毎日　9:00～15:00（随時）
・申経志　金額は定めておりません。

　・当日の流れ
　　① 当日、申経志を別院事務所にてご志納いただき、申込用紙に申込者の住所、氏名、電話番号をご記入

ください。
　　②本堂でお勤め・法話を行います。

○同朋会館および諸殿使用について
　近年、教区内寺院・外部団体から、多く会館をご利用いただいております。当別院の同朋会館並びに諸殿
のご利用について、次のように定めておりますので、ご了承のうえご利用願います。なお、本堂に関しては
特別な事項がございますのでご留意ください。また、他の会館並びに諸殿につきましても、本堂に準じる施
設としてご使用いただきます。
　なお、巻末に施設利用のガイドライン「新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行に伴う教区同朋会館・
三条別院本堂・旧御堂等の使用について」（2023年５月更新）を設けております。ご参照ください。

　・使用の申し込み
　１．施設をご利用の際には、利用日時等を当別院にご確認ください。
　２．施設をご利用の際には、所定の「会館使用申込書」によりお申込みください。
　　　①会館事務室にて「会館使用申込書」に必要事項をご記入ください。
　　　②電話または口頭によるお申し込みは受付ませんので、速やかに所定の用紙をご提出ください。
　・使用上の注意
　１．ガスコンロ等、火気を使用する場合は、事前に別院の承諾を得てください。
　２．室内は禁煙となっております。喫煙は指定の喫煙所にて行い、吸い殻は必ず灰皿に捨ててください。
　３．施設の利用が終わったときは、必ず職員に連絡してください。
　４． 別院・教務所・幼稚園の諸行事・会議を優先するため利用できない場合もありますのでご了承ください。
　・宿泊について
　１． 同朋会館に宿泊する場合は、事務所にて宿泊者帳に記帳してください。その後、シーツクリーニング

代1,000円とシーツを交換させていただきます。
　２．宿泊者は、朝７時より本堂にて晨朝が勤まるのでお参りください。
　３．別院・教務所・幼稚園の諸行事・会議を優先するため宿泊できない場合もありますのでご了承ください。
　・本堂の使用について
　１． 本堂は仏祖の礼拝施設であり、内陣は浄土の荘厳です。その旨に反する活動は禁止もしくは制限させ

ていただきます。
　２．火気の使用は禁止しております。なお、蠟燭・線香等を用いる場合は、職員にご相談下さい。
　３．堂内での飲食・喫煙は基本的に禁止しております。
　４．内陣の拵え・荘厳については職員が行います。
　５．内陣には入らないでください。
　６．後堂には許可なく入らないでください。
　７．別院の判断で金障子を閉める場合があります。
　８．唐戸の開閉には、必ず職員の許可をお取りください。
　９．使用の後は清掃のうえ、お帰りください。
その他諸注意事項は事務所にてご確認ください。
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行 事 案 内 ～2023年お取り越しは人数制限をしません　団体参拝をお願いします～
【定例行事】
○朝の人生講座・夏の御文拝読について
・期　日：８月24日（木）～27日（日）（４日間）
・日　程：6:00　晨朝　夏の御文拝読　6:30　人生講座（質疑応答含め約60分）

　　　　　　◎終了後、パンと牛乳をお配りいたします。
・講　師：24日：佐々木 友美 氏（第15組光善寺）【青年僧侶】

　　　　　　25日：松木　 　譲 氏（第24組專明寺）【壮年僧侶】
　　　　　　26日：大久保　 州 氏（佐渡組廣永寺）【ベテラン僧侶】
　　　　　　27日：今泉　 温資 氏（往生人舎主宰）【老　　僧】
▲今年のテーマは「愛別離苦」。
▲朝食として三条別院×Bakery & Sweets coronet
　（三条市本町）の特別コラボパンを配布します。
　（毎日先着50名。以降は普通のパンを配布）
▲ 三条市健康づくり課・食育推進室による「共食（きょうしょく）」

を通じたコミュニケーションの促進の一環として、希望者は
旧御堂にてパンと牛乳を食べます。感染症を考慮し、食事中
は黙食していただき、その後、簡単な座談を行います。

○秋彼岸会・朝の人生講座
・期　日：９月24日（日）～26日（火）6:00　晨朝　6:30　人生講座（質疑応答含め約60分）

　　　　　　※逮夜法要　13:30より　　日中法要　10:00より
・講　師：人生講座

　　　　　　　24日：推耳　妙子　氏（中越13組廣永寺）
　　　　　　　25日：藤吉　　禅　氏（中越13組廣深寺）
　　　　　　　26日：井上　　正　氏（第10組受德寺）
　　　　　　彼 岸 会
　　　　　　　24日：○逮夜　　　：太田　浩史　氏（富山教区第３組 大福寺住職）
　　　　　　　25日：○日中・逮夜：同　上
　　　　　　　26日：○日中　　　：同　上
　　▲ 人生講座テーマは「荘厳」。各講師に浄土真宗に

おけるお荘厳についてお話しいただきます。
　　▲ 朝食として三条別院×Bakery & Sweets coronet

（三条市本町）の特別コラボパンを配布します。
　　　（毎日先着50名。以降は普通のパンを配布）
　　▲ 三条市健康づくり課・食育推進室による「共食

（きょうしょく）」を通じたコミュニケーションの
促進の一環として、希望者は旧御堂にてパンと牛
乳を食べます。

　　▲ 彼岸会は、二昼夜法要として執行。25日の永代経
の後、お斎（精進カレー1,000円でお代り自由）を
用意いたします。要予約。

　　▲ 富山県より、日本民藝協会常任理事、となみ民藝協会会長に携わっている太田浩史氏にお越しいただ
き、３日間４座お話しいただきます。三条別院が創立されるきっかけとなった越後安心事件について、
詳しくお話しいただきます。

　　▲ 秋彼岸期間中書院にて三条別院所蔵の掛軸を中心とした御虫干し展を開催します（9:00～16:00）。

太田 浩史 氏
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○三条別院お取り越し報恩講について
・期　日：11月５日（日）～８日（水）

　　　11月３日（祝）は三条マルシェを開催。
　　　11月５日（日）11：00のお待ち受け音楽法要を厳修。
　　　帰敬式は６日・７日の日中法要後に鍵役より執行予定です。
　　　詳細は９月はじめの全寺院発送にてポスター・チラシをお送りします。
　　　（崇敬区内寺院には別封筒にて発送いたします）

　・御懇志のお願い及び団体参拝・個人参拝のお願い
　　 　報恩講懇志（寺院懇志１口8,000円をめやす、門徒懇志5,000円をめやすに）のお願いを、年度初めの

御依頼状に同封させていただいておりますので、ご協力よろしくお願いいたします。
　　 　また、地元商店街と協力したお土産の充実、露店など、参詣者が楽しんでお参りいただけるような環

境も整えてまいりましたので、柔軟な日程を組んでいただくことも可能となりました。より多くのご参
詣をいただきますよう、お願い申し上げます。

　【土産物＆露店（写真）】

・各組団体参拝バスの助成について
　　 　報恩講期間中の各日団参を受け付けております（各日お斎弁当あり）。遠方にお住まいの方にも、こ

の機会に是非、三条別院に参拝いただきたいと考えておりますので、宜しくお願い申し上げます。
　　　組扱いの団参に限り、大型バス１台につき　　50,000円
　　　　　　　　　　　　　中型バス１台につき　　30,000円
　　　　　　　　　　　　　マイクロバス１台につき20,000円を助成いたします。
・帰敬式　11月６日・７日　日中法要後に本山鍵役が執行予定。

　　　　　　礼金 12,000円（本年より別院からの記念品として法名紙専用額がつきます）
　　　　　　お斎は別途お申し込みください。
　・法話講師について
　　　井野 優介 氏（岡崎教区明榮寺、三河すーぱー絵解き座）（５日、６日　13:00～13:50）
　　　青木 　玲 氏（九州教区覺圓寺、九州大谷大学准教授）（７日　12:50～14:20、８日　13:10～14:10）

五十嵐川報恩講限定ラベル

ゴボサマdeオトリコシ なむの里 ５日・６日に露店出店

報恩珈琲 ごぼさまのからみそ
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　・内陣出仕のお願い
　　 　団参の引率でおいでいただいた僧分の方々の内陣出仕も可能です。装束のお荷物がお手間かとは存じ

ますが、お一人でも多くの出仕でお内陣を荘厳させていただきたいと思います。
　　　参勤ハガキ（出仕願）の提出締切については検討中です。９月の全寺院発送等でお知らせいたします。

　・夜のお取り越し演劇会「シアターサンジョーゴボー」演題：よだかの星
　　 　お取り越し報恩講期間中、11月６日（月）19:00より演劇会を行います。
　　 　本年も僧侶のエキストラを募集いたします。詳細は「報恩講のお知らせ」にてご

案内します。

　【報恩講職員巡回】
　 　報恩講に向け、別院職員が法要出仕、参拝のお願い、ならびに懇志のご依頼のため、ご挨拶に参りたい

と考えております。本年2023年は中越11組、第14組、第21組、佐渡組の各御寺院を巡回させていただきた
いと存じますので、よろしくお願い申し上げます（事前に日程を書面にて送付させていただきます）。

　 　また、2026年までの職員巡回案を掲載させていただきます。
　　・2024年：第10組、中越12組、第15組、第23組（予定）
　　・2025年：中越13組、第16組、第19組、第24組（予定）
　　・2026年：第17組、第18組、第20組、第22組（予定）
　　　※事情により変更する可能性がございます。

○お取り越し報恩講儀式作法講習会について
　　後日、「報恩講のお知らせ」（９月中旬発送予定）にてご案内させていただきます。

○真宗本廟御正忌団体参拝について～坂東曲に遇う～
　 　本年も11月21日～28日まで真宗本廟（東本願寺）にて、御正忌報恩講が厳修されます。三条別院では28

日の御満座に向けて、４年ぶりの団体参拝を計画しております。
　 　今回は御本山の参拝に加え、かつて親鸞聖人も修行された比叡山・延暦寺の根本中堂にも参拝致します。

参加ご希望の方は申込用紙にご記入の上、当別院までお申し込みください。皆様お誘い合わせのうえ、奮っ
てご参加ください。
・期　　日：11月27日（月）～29日（水）　２泊３日
・定　　員：45名（最少催行人員35名）
・参 加 費：68,000円（税込）
・申込方法：申込用紙に必要事項をご記入の上、参加費を添えてお申し込みください。
・締　　切：2023年11月17日（金）定員になり次第締め切らせていただきます。
・出　　仕： 寺族に限り、結願日中において出仕もお受付致します。衣体は許可衣体に限ります。手続き

がありますのでお早めにお知らせください。
　・行　　程：
　　　　　27日　新潟駅南口6:00発－各乗車場所（三条燕IC、上越IC等、希望場所に停車します）－
　　　　　　　　南条SA（昼食）－西本願寺・龍谷ミュージアム14:20－日昇館尚心亭17:20着
　　　　　28日　日昇館尚心亭８:00発－東本願寺〈結願日中参拝〉－レストラン嵐山・嵐山散策（昼食・買物）－
　　　　　　　　琵琶湖畔おごと温泉16:50着
　　　　　29日　琵琶湖畔おごと温泉８:00発－比叡山延暦寺（根本中堂）－九谷満月（昼食）－
　　　　　　　　各降車場所－新潟駅南口19:15着（現地解散）
　　　　　※事情により、行程を変更する場合がございます。

○御命日のつどい
・期　日：毎月28日　10:00より　　 日中法要

　　　　　　　　　　　10:30より　　 法　　話
　　　　　　　　　　　法話終了後、　座 談 会
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・法話テーマ：『御文』「一帖目」
・講　師：　８月：佐々木惠一郎氏　　（第10組行通寺）第 三 通「猟漁（りょうすなどり）」

　　　　　　　９月：本多　智之　氏　　（第18組永傳寺）第十二通「年来超勝寺」
　　　　　　　10月：八田裕治・摩矢子氏（第17組淨福寺）第 十 通「当山多屋内方」
　　　　　　　11月：田村　大輔　氏　　（第20組專念寺）第 一 通「門徒弟子」
　　　　　　　12月：橘　出　氏　　　　（第18組久唱寺）第 四 通「自問自答」

○定例法話会
　 　毎月13日は、「両度の命日」と呼ばれている先門首の御命日です。また、蓮如上人も『御文』の中で、

この「両度の命日」についてお書きになられています（四帖目十二通）。
　 　６月まで宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開800年慶讃お待ち受け事業として継続してまいりましたが、

７月から通常の日程に戻り、午後１時30分より１時間程度の法話をいただきます。皆様の御参詣をお待ち
しております。

　・期　　日：毎月13日（８月、１月は休会）
　・時　　間：13:30より
　・会　　場：三条別院旧御堂
　・講　　師：９月：森　惠成　氏（第８組善巧寺）
　　　　　　　10月：中山善雄　氏（第14組寶國寺）
　　　　　　　11月：同　上
　　　　　　　12月：同　上
　▲ ［９月］2023年７月より新潟教区になりましたので、旧高田教区で教化部

門の中心で活躍されていた森氏にご法話いただきます。
　▲ ［10月～12月］教学研究所研究員であった中山善雄氏に、第35願（女人往

生の願・変成男子の願）を中心にご法話いただきます。

○別院声明教室 
　　声明教室を毎月１回、開催しております。今年度も平常のお勤めの研鑽を行います。
　①昼の部（正信偈 草四句目下 念仏讃 淘三 和讃 弥陀成仏のこのかたは 回向 願以此功徳）、
　②夜の部（三淘 浄土和讃 繰読み）でそれぞれ開催いたします。
　どなたでもお気軽にご参加ください。
　・開 催 日：８月21日（月）、９月11日（月）、10月10日（火）、11月14日（火）12月11日（月）（全５回）
　・時　　間：①昼の部　15:00～17:00
　　　　　　　②夜の部　18:00～20:00
　・場　　所：教区同朋会館（三条別院内）
　・講　　師：①昼の部　三条別院　列座
　　　　　　　②夜の部　橘　宗真　氏（第20組顯了寺）
　・持 ち 物：真宗大谷派勤行集（赤本）、大谷聲明集上、真宗大谷派声明集、
　　　　　　　念珠（有僧籍者は間衣・輪袈裟）、筆記具。
　・参 加 費：500円／回　◎２回目以降の参加も可能です。
　・申込方法：お電話・E-mailか、申込用紙に記入し郵送またはFAXでお申込みください。
　　・日常のお勤めについての疑問など、別院列座までお気軽にお問い合わせください。

○別院書道教室 
　 　「地域に開かれた別院」を願いとし、その一環として書道教室を開催しております。下記のとおり受講

生を追加募集いたします。「必要に迫られて小筆を習いたい」など、個別の対応も可能ですので、ぜひお
申し込みください。

　・開 催 日：毎月２回（第２、第４水曜日）
　・時　　間：18:30～20:00
　・場　　所：教区同朋会館（三条別院内）

【生徒募集中‼ 】

【生徒募集中‼ 】

中山 善雄 氏
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　・対　　象： 大人から子どもまで、どなたでも歓迎です。
　・募集人数： 定員30名（現在14名）
　・講　　師： 木原 光威　氏（新潟県書道協会理事、書道研究「洗心書院」代表）
　・持 ち 物： 筆（大・小）、硯、下敷、文鎮、墨液、半紙、新聞紙（100円ショップの筆は不可）
　・月　　謝： 3,200円（テキスト代含む）

○有志の会庭講（写真左） 
　 　毎月13日の定例法話会にあわせ、午前中に境内地の清掃と整備をします。
　 　ご一緒に別院のお庭を整備していきませんか？講員を随時募集中です。
　・開催日：毎月13日（８月、１月は休会）また年に数回、土日祝に不定期開催。
　・時　間：10:00～12:00

○有志の会花講（写真右） 
　　別院の平常の仏花を、列座とともに立てます。お取り越し報恩講の立花スタッフの手伝い等も行います。
　　こちらも講員を随時募集中です。
　 　また、お取り越し報恩講における仏花は大量の五葉松を使用するので、松を伐採する予定がある場合等

は、ぜひ別院までご連絡ください！
　・開催日：不定期（月１回程度）

【講員募集中‼ 】

【講員募集中‼ 】

【新型ウイルス感染症に伴い実施・計画している行事】
〇座談カード【ＤＯＤＡＬＯ ？（どーだろー？）】
　新型コロナウイルス感染症対策が取られる中で、人と人との直接
的な対話が減ってきました。顔を合わせることが減るにつれ、本音
や深い話もされにくくなっているようにも感じます。たとえ画面越
しの対話であっても人と人との繋がりを感じられるようなコミュ
ケーションツールとして、トークカードを制作・販売しております。
　［DODALO?（どーだろー？）］と名付けられたこのカードは、勝
ち負けを決めるゲームではなく、「自分の考えを発表する」「他者の
思いを聞く」ことでコミュニケーションを図るカードです。正解のない難しい質問から、ごく個人的な些細
な質問まで様々な「問い」を用意しています。
　記載されたＱＲコードを読み込むと、「①他の人の考え」と「②僧侶による法話」を見ることができる仕
様になっています。市井の方にも回答いただく一方で、三条市内・新潟県内・国内あるいは世界で活躍する、
色々な方からご意見も聞けるようになっています。

　正直に話す・素直に聞くことで、自分と他者との考えの違いを理解し、
　多様性を感じてもらえるよう願っています。

　ご注文は販売サイト、もしくは別院まで直接お問い合わせください。
　DODALO　一個　¥1,000（税込）
　販売サイト：https://dodalo.base.shop/ Twitter https://dodalo.jp
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〇新潟県フードバンク連絡協議会「子どもの未来応援プロジェクト」への協力について
【別院会場】
　三条別院では新型コロナウイルス感染症の影響で現在経済的・社会的困窮により日常生活が失われている
子育て家庭が急増し、比例してフードバンクに援助を求める問い合わせが急増しているとお聞きし、この事
態を受け、特に食品と生活用品などの物資について、三条教区の御寺院方のご協力を得て、積極的に支援さ
せていただいております。
　集まった食品類は、毎月24日頃、別院に集まった物資を新潟県フードバンク連絡協議会にお渡ししていま
す。
　お盆を迎える時期等は、例年ですと多くの御供物等が集まる時期であると思いますのでぜひご協力くださ
い。
　なお、野菜や牛乳などについては、県内各地のフードバンクに直接連絡の上、引き取りにきていただける
そうです。また、直接フードバンク事務局にお送りいただくことも可能です。当別院にご来院の際は、ご一
報いただけますと幸いです。
【会場募集】
　フードドライブ（寄付食品の収集）及びフードパントリー（食品お渡し会）の場所も不足しているようで、
大谷派寺院にも広くお願いしたいということで連絡協議会から呼びかけがありました。①フードドライブ（寄
付食品の収集） ②フードパントリー（食品お渡し会場）を募集しているとのことです。詳細と連絡協議会の
連絡先を次頁に記載いたしますので、可能な場合は記載の連絡先まで直接ご連絡ください。

【会場募集詳細】
①フードドライブ（寄付食品の収集）
　連絡協議会がご門徒や地域コミュニティ、近所の食品企業等に、チラシやポスターなどで広報し、フード
パントリー実施に合わせた食品提供のご協力を周知し、協力者にはフードパントリー当日の午前中や開催時
間帯に会場に持ち込みを依頼しております。
　御寺院方においては、当会からのぼり旗や竿・注水台セットやチラシ・ポスター、回収コンテナ等をご提
供いたします。集まった食品は、フードパントリー当日に配布するとともに、余った食品は当会にて持ち帰
ります。
②フードパントリー（食品お渡し会）
　御寺院方の境内や駐車場を月に１回４時間程度（正午12時～午後４時）お借りし、ひとり親家庭の子ども
と家族が来場して食品を受け取ります。当日の周知や予約は当会で管理します。全体の統括を当会が行い、
運営ボランティアスタッフは、登録するひとり親家庭の子どもと家族が担います。御寺院方には、天候によ
りお部屋をお借りしたり、スタッフや来場者にトイレをお貸し願います。

【フードバンクお問い合わせ】
新潟県フードバンク連絡協議会
事務局　担当：小林淳（090-8743-7838）
〒955-0861　新潟県三条市北新保1-20-18 ／
TEL＆FAX　0256-34-8960
E-MAIL　info@niigata-fblc.org

○「＃三条エール飯」について
　三条市では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市内飲食店の支援として、市内の飲食店等で
テイクアウトやデリバリーを利用し、市内飲食店を応援することが推奨され、三条別院でも協力して参りま
した。５類感染症に引き下げられ、感染状況も落ち着いてきたことではありますが、参道である本寺小路と
周辺飲食店を応援するという趣旨ですので、ぜひ別院にお立ち寄りの際は、近隣飲食店でのエール飯をご利
用ください。また会議等でお弁当を注文される際は職員にいつでもご相談ください。

◆三条別院ホームページ　　https://sanjobetsuin.or.jp/
◆三条別院メールアドレス　sanjo-betsuin@wing.ocn.ne.jp
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新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行に伴う
教区同朋会館・三条別院本堂・旧御堂等の使用について

５月８日から、感染症法上、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へと移行することに伴い、
同日付で本山より従来の宗派指針・ガイドライン撤廃の通知がありましたので、

今後は会議や研修会を開催される際には、こちらを参考に検討くださいますようお願いします。

新潟県の説明資料に基づいて作成しています。
（https://www.pref.niigata.lg.jp/site/shingata-corona/briefing0421-0426.html）

教区同朋会館・三条別院本堂・旧御堂等の使用に際してのお願い

●発熱や風邪の症状のある方は、入館をご遠慮ください。
●来館時には、アルコール消毒と検温（自動）にご協力ください。
　37・５度以上の場合は、接触型体温計をお貸しします。
●マスク着用は任意とします。
●会場が席数上限に近い場合はマスク着用を推奨します。
●部屋の席数を参考にご利用ください。
●適宜、窓を開けて十分に換気してください。
● 同朋会館での宿泊、飲食は可能ですが、発熱が認められる場合、感染症の発症が疑われる場合はお帰りい

ただきます。
●アクリルパーテーションの使用は任意といたします。
●アルコールスプレー・キッチンペーパーは従来通り設置してありますので適宜ご使用ください。

会場 5/8以降
席数

従来の
人数制限 畳数

本堂 500人 300人以下本堂 500人 300人以下本堂 500人 300人以下本堂 500人 300人以下本堂 500人 300人以下本堂 500人 300人以下 320畳（外陣・参詣席）

旧御堂 100人 60人以下旧御堂 100人 60人以下旧御堂 100人 60人以下旧御堂 100人 60人以下旧御堂 100人 60人以下旧御堂 100人 60人以下 102畳

１階会議室 60人 40人以下１階会議室 60人 40人以下１階会議室 60人 40人以下１階会議室 60人 40人以下１階会議室 60人 40人以下１階会議室 60人 40人以下 68畳

２階研修室 60人 40人以下２階研修室 60人 40人以下２階研修室 60人 40人以下２階研修室 60人 40人以下２階研修室 60人 40人以下２階研修室 60人 40人以下 68畳

書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間書院 60人 30人以下 55畳（10畳×４間、入口側７．５×畳２間）、奥書院10畳×２間

和室１ 10人 ５人以下和室１ 10人 ５人以下和室１ 10人 ５人以下和室１ 10人 ５人以下和室１ 10人 ５人以下和室１ 10人 ５人以下 10畳

和室２ 16人 ５人以下和室２ 16人 ５人以下和室２ 16人 ５人以下和室２ 16人 ５人以下和室２ 16人 ５人以下和室２ 16人 ５人以下 ８畳×２間

教導室 16人 ５人以下教導室 16人 ５人以下教導室 16人 ５人以下教導室 16人 ５人以下教導室 16人 ５人以下教導室 16人 ５人以下 ８畳×２間

上記の人数は目安です

問い合わせ先
新潟教務所（0256-33-2805） ／ 真宗大谷派三条別院（0256-33-0007）
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三条別院役員について（2023年８月5日～）
院議会議員名簿

組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名 任　　期
10 專 德 寺 多　田　　　誓

2022年
12月１日

〜
2026年

３月31日

中越11 浄 善 寺 髙　尾　和　人
中越12 專 正 寺 大　瀧　定　賢
中越13 善 行 寺 鷲　尾　耕　一

14 長 樂 寺 藤　井　信　彰
15 永 閑 寺 山　宮　修　霊
16 永 蓮 寺 西　窪　　　守
17 真 敬 寺 藤　田　淳　宏
18 重 蓮 寺 関　﨑　幸　孝
19 法 嚴 寺 光　井　光　麿
20 常 明 寺 窪　　　智　至
21 光 照 寺 廣　河　良　文
22 善 龍 寺 花　房　憲　証
23 福 照 寺 中　冨　正　純
24 正 念 寺 渡　辺　正　志

佐渡 善 宗 寺 松　本　雅　裕
10 行 通 寺 佐々木　惠一郎

2022年
12月24日

〜
2026年

４月23日

14 靈 善 寺 佐　伯　祐　晃
15 長 泉 寺 石　塚　祐　堂
16 淨 專 寺 堀　川　秀　道
18 髙 念 寺 廣　川　和　宏
23 福 明 寺 佐々木　ひとみ

佐渡 本 龍 寺 松　本　昭　則
10 專 德 寺 門 徒 相　澤　幸　二 常議員相　澤　幸　二 常議員 2021年

４月１日
〜

2024年
３月31日

15 大 專 寺 門 徒 丸　山　　　誠 常議員丸　山　　　誠 常議員
19 長 福 寺 門 徒 松　尾　正　行
23 廣 泰 寺 門 徒 伊　藤　猛　治 常議員伊　藤　猛　治 常議員
23 無為信寺門徒 金　巻　拾　子 常議員23 無為信寺門徒 金　巻　拾　子 常議員23 無為信寺門徒 金　巻　拾　子 常議員23 無為信寺門徒 金　巻　拾　子 常議員

中越12 安 淨 寺 安　原　陽　二
2023年

４月１日
〜

2026年
３月31日

15 善 性 寺 福　田　　　学
15 本 龍 寺 白　鳥　　　賢
17 光 照 寺 新　田　直　美
17 妙 音 寺 門 徒 古　俣　福　子
18 恩 長 寺 渡　邉　智　龍
24 專 明 寺 松　木　祐　子

土地有効活用検討委員名簿
〔任期：2016. 7. 21～〕

組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名
16 淨　專　寺 堀　川　秀　道16 淨　專　寺 堀　川　秀　道16 淨　專　寺 堀　川　秀　道

佐渡 善　宗　寺 松　本　雅　裕佐渡 善　宗　寺 松　本　雅　裕佐渡 善　宗　寺 松　本　雅　裕
中越13 万休寺門徒 廣　井　　　肇 副委員長中越13 万休寺門徒 廣　井　　　肇 副委員長中越13 万休寺門徒 廣　井　　　肇 副委員長中越13 万休寺門徒 廣　井　　　肇 副委員長

10 善了寺門徒 伊　比　　　均10 善了寺門徒 伊　比　　　均10 善了寺門徒 伊　比　　　均
中越11 運　行　寺 松　浦　範　夫中越11 運　行　寺 松　浦　範　夫中越11 運　行　寺 松　浦　範　夫

20 圓　周　寺 青　木　　　仁 委員長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 委員長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 委員長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 委員長
15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二

職員名簿
役　　　職 氏　　　名

輪　　　　　　番 藤　懿　信　麿輪　　　　　　番 藤　懿　信　麿
主任　列座兼書記 斎　木　浩一郎主任　列座兼書記 斎　木　浩一郎
列 座 兼 書 記 松　浦　寿　公
列 座 兼 書 記 廣　河　　　敦
非 常 勤 列 座 小　原　　　暁
列 座 兼 会 計 関　﨑　勝　彦
会 計 事 務 取 扱 宮　堂　史　宣
用 務 員 篠　田　晶　子

責任役員名簿
〔任期：2022. 9. 1～2025. 8. 31〕

組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名
18 西　源　寺 楠　　　雅　丸18 西　源　寺 楠　　　雅　丸18 西　源　寺 楠　　　雅　丸
20 圓　周　寺 青　木　　　仁20 圓　周　寺 青　木　　　仁20 圓　周　寺 青　木　　　仁
15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二
15 善慶寺門徒 金　子　俊　郎15 善慶寺門徒 金　子　俊　郎15 善慶寺門徒 金　子　俊　郎

教化審議会名簿
〔任期：2022. 8. 2～2025. 8. 1〕

組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名
16 淨　專　寺 堀　川　秀　道16 淨　專　寺 堀　川　秀　道16 淨　專　寺 堀　川　秀　道
15 永　閑　寺 山　宮　修　霊15 永　閑　寺 山　宮　修　霊15 永　閑　寺 山　宮　修　霊
18 長　周　寺 池　田　　　陽18 長　周　寺 池　田　　　陽18 長　周　寺 池　田　　　陽
20 西　光　寺 石　田　隆　浩20 西　光　寺 石　田　隆　浩20 西　光　寺 石　田　隆　浩
23 光　圓　寺 渡　邉　　　量23 光　圓　寺 渡　邉　　　量23 光　圓　寺 渡　邉　　　量
15 善　性　寺 福　田　　　瞬15 善　性　寺 福　田　　　瞬15 善　性　寺 福　田　　　瞬
15 長　泉　寺 石　塚　亜　里15 長　泉　寺 石　塚　亜　里15 長　泉　寺 石　塚　亜　里
17 妙音寺門徒 古　俣　福　子17 妙音寺門徒 古　俣　福　子17 妙音寺門徒 古　俣　福　子
18 等　運　寺 塚　本　智　秀18 等　運　寺 塚　本　智　秀18 等　運　寺 塚　本　智　秀
18 恩　長　寺 渡　邉　智　龍 会長18 恩　長　寺 渡　邉　智　龍 会長18 恩　長　寺 渡　邉　智　龍 会長18 恩　長　寺 渡　邉　智　龍 会長

報恩講実行委員会名簿
〔任期：2022. 6. 1～2025. 5. 31〕

組 寺　　号 氏　　　名 所　属　部組 寺　　号 氏　　　名 所　属　部組 寺　　号 氏　　　名 所　属　部組 寺　　号 氏　　　名 所　属　部
15 善　性　寺 福　田　　　学 法要部 主査15 善　性　寺 福　田　　　学 法要部 主査15 善　性　寺 福　田　　　学 法要部 主査15 善　性　寺 福　田　　　学 法要部 主査15 善　性　寺 福　田　　　学 法要部 主査
10 專　德　寺 多　田　　　誓10 專　德　寺 多　田　　　誓10 專　德　寺 多　田　　　誓
10 浄　敬　寺 永　寳　晴　香10 浄　敬　寺 永　寳　晴　香10 浄　敬　寺 永　寳　晴　香

中越11 淨　福　寺 山　﨑　　　恵中越11 淨　福　寺 山　﨑　　　恵中越11 淨　福　寺 山　﨑　　　恵
15 本　龍　寺 白　鳥　道　子15 本　龍　寺 白　鳥　道　子15 本　龍　寺 白　鳥　道　子
16 善　興　寺 長　田　　　暢16 善　興　寺 長　田　　　暢16 善　興　寺 長　田　　　暢
18 満　行　寺 島　津　崇　之18 満　行　寺 島　津　崇　之18 満　行　寺 島　津　崇　之
20 松　韻　寺 關　根　大　丘20 松　韻　寺 關　根　大　丘20 松　韻　寺 關　根　大　丘
21 勝　樂　寺 安　藤　栄　寿21 勝　樂　寺 安　藤　栄　寿21 勝　樂　寺 安　藤　栄　寿

中越12 安　淨　寺 安　原　陽　二 教化部 主査中越12 安　淨　寺 安　原　陽　二 教化部 主査中越12 安　淨　寺 安　原　陽　二 教化部 主査中越12 安　淨　寺 安　原　陽　二 教化部 主査中越12 安　淨　寺 安　原　陽　二 教化部 主査
中越11 長　福　寺 北　島　栄　誠中越11 長　福　寺 北　島　栄　誠中越11 長　福　寺 北　島　栄　誠
中越13 託　善　寺 川　上　　　望中越13 託　善　寺 川　上　　　望中越13 託　善　寺 川　上　　　望

15 山　香　寺 藤　枝　友　子15 山　香　寺 藤　枝　友　子15 山　香　寺 藤　枝　友　子
16 淨　宮　寺 佐々木　一　人16 淨　宮　寺 佐々木　一　人16 淨　宮　寺 佐々木　一　人
19 長　養　寺 島　津　　　晃19 長　養　寺 島　津　　　晃19 長　養　寺 島　津　　　晃
20 照　覺　寺 多　田　　　修20 照　覺　寺 多　田　　　修20 照　覺　寺 多　田　　　修
24 榮　行　寺 大　溪　文　祥24 榮　行　寺 大　溪　文　祥24 榮　行　寺 大　溪　文　祥
22 淨　念　寺 廣　瀨　清　和 参拝部 主査22 淨　念　寺 廣　瀨　清　和 参拝部 主査22 淨　念　寺 廣　瀨　清　和 参拝部 主査22 淨　念　寺 廣　瀨　清　和 参拝部 主査22 淨　念　寺 廣　瀨　清　和 参拝部 主査
20 金　寳　寺 朝　倉　安都子20 金　寳　寺 朝　倉　安都子20 金　寳　寺 朝　倉　安都子

中越13 淨　照　寺 新　保　延　夫中越13 淨　照　寺 新　保　延　夫中越13 淨　照　寺 新　保　延　夫
17 妙音寺門徒 古　俣　福　子17 妙音寺門徒 古　俣　福　子17 妙音寺門徒 古　俣　福　子
15 三 条 別 院 米　山　久　雄
18 西　源　寺 楠　　朋　　宏18 西　源　寺 楠　　朋　　宏18 西　源　寺 楠　　朋　　宏
23 無 爲 信 寺 金　巻　拾　子
20 圓　周　寺 青　木　　　仁 財務部 座長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 財務部 座長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 財務部 座長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 財務部 座長20 圓　周　寺 青　木　　　仁 財務部 座長
23 廣泰寺門徒 伊　藤　猛　治23 廣泰寺門徒 伊　藤　猛　治23 廣泰寺門徒 伊　藤　猛　治
15 永　閑　寺 山　宮　修　霊15 永　閑　寺 山　宮　修　霊15 永　閑　寺 山　宮　修　霊
15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二15 淨覺寺門徒 田　伏　研　二
17 称　名　寺 有　坂　次　郎17 称　名　寺 有　坂　次　郎17 称　名　寺 有　坂　次　郎
18 西　源　寺 楠　　　雅　丸18 西　源　寺 楠　　　雅　丸18 西　源　寺 楠　　　雅　丸

監　事
〔任期：2023. 4. 1～2026. 3. 31〕

組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名組 寺　　号 氏　　　名
中越11 運　行　寺 松　浦　範　夫中越11 運　行　寺 松　浦　範　夫中越11 運　行　寺 松　浦　範　夫

16 淨專寺門徒 川　崎　　　清16 淨專寺門徒 川　崎　　　清16 淨專寺門徒 川　崎　　　清
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ふじい

みやどう

ど　い

は と も と

のぶまろ

ふみのり

よしあき

だいすけ
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こやま

たかだ

にしむら

みずの

けいこ

なおき

あつとう

かずみち
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えぐち

まるたに

こしおか

まつむら

かもい

けんや

せんしょう

じえん

ひろむ

いとえ
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